うた 時計 
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「ばかな やつ だって、 いってる よ」 

「そうかい。 そうだな あ、 ばか だな、 そんな やつ は。 

あれ、 もうと まった な。 坊、 もう 一 ど だけ、 鳴らして 

もい いよ」 

「ほんと 9 …… ああ、 いい 音 だな あ。 ぼくの 妹の アキ 

コ がね、 とっても、 うた 時計が すきで ね、 死ぬ まえに、 

もう 一 べん あれ をき かしてく れつて、 ないて ぐずった 

のでね、 薬屋のお じさんと こから 借リ てきて、 きかし 

て やった よ」 

「 …… 死ん じ やった のかい？」 

「うん、 おととしのお 祭の まえにね。 やぶの 中のお じ 



まって、 そっち を 見た が、 男の人が しきりに 手 を ふつ 

ている ので、 またも どって いった。 

「ちょ つ とな、 坊」 

男の人 は、 少年が そばに くると、 すこしき まりの わ 

るいよう な 顔 をして い つた。 

「じつはな、 坊、 おじさん は ゆうべ、 その 薬屋のう ち 

でと めて もらった のさ。 ところが けさ 出る とき、 あわ 

てた もんだ から、 まちがえて、 薬屋の 時計 を 持って き 

てし まったん だ」 

「 」 

「坊、 すまん けど、 この 時計と それから、 こい つも (と 



か いちゅう どけい 

がいとうの 内 かくしから、 小さい 懐中時計 を ひっぱ リ 

出して) まちがえて 持って きち まった から、 薬屋に 返 

して くれない か。 な、 いいだろう？」 

「うん」 

少年 はうた 時計と 懐中時計 を、 両手に うけとった。 

「じ や、 薬屋のお じさんに よろしく いって くれよ。 さ 

いなら」 

「さいなら」 

「坊、 なんて 名だった つけ」 

「清廉潔白の 廉 だよ」 

「うん、 それ だ、 坊は その 清廉 …… なんだ つけな」 



「あ ッ、 薬屋のお じさん」 

れんぼう 

「おう、 廉坊、 おまえ か」 

えりまきで あご を うずめた、 年よりの おじさん は、 

自転車から おりた。 そして しばらくの あいだ、 せきの 

かれき 

ため ものが いえなかった。 そのせ き は、 冬の 夜、 枯木 

のうれ をなら す 風の 音の ように、 ヒュウ ヒュウい つた- 

「廉 坊、 おまえ は 村から、 ここまで きたの か」 

「うん」 

「そい じ や、 いましがた、 村から だれか 男の人が 出て 

くるのと、 いっしょになら なかった か」 

「い つし よだった よ」 



しゅ-つ さく 

「あれ は、 うちの 周 作 だ」 

「え ッ ほんと？」 

「きのう、 十なん 年ぶりで、 うちへ もどって きたんだ 

ながいあいだ 悪い ことば かりして きたけれ ど、 こんど 

こそ 改心して、 まじめに 町の 工場で はたらく ことにし 

たから、 といって きたんで、 ひと 晚 とめて やった のさ 

そしたら、 けさ、 わしが 知らんで いるまに、 もう 悪い 

手く せ を 出して、 この ふたつの 時計 をく すねて 出かけ 

やが つた。 あの ごくどう めが」 

「おじさん、 そいでも ね、 まちがえて 持って きたんだ つ 

てよ。 ほんと にと つてい くつ もりじゃなかった ん だよ 
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